








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2012年，第 1 章第 3 節。
7）ゲルナー前掲書99ページ。
8）むしろ，〈民族の物語〉や〈神話〉の不合理性は，人々
の忠誠心を測るための道具としても機能する。不
合理であればあるほど，それを信じ込もうとする
行為は忠誠心なくしては不可能ということになる
から。
9）ベネディクト・アンダーソンが，ナショナリズム
の三つのパラドクスという議論を展開している
が，その第一と第二のパラドクスは本稿で述べて
いるところの〈過剰〉に纏わる問題と重なる。ベネ
ディクト・アンダーソン，白石隆・白石さや訳『想
像の共同体　ナショナリズムの起源と流行』書籍
工房早山，2015年，22ページ。
10）萱野稔人『ナショナリズムは悪なのか』NHK出版，
2011年。同『成長なき時代のナショナリズム』角川
書店，2015年。
11）萱野（2015）前掲書，第五章。
12）萱野（2011）前掲書，92ページ。
13）新川明『沖縄・統合と反逆』筑摩書房，2000年。
14）姜尚中『愛国の作法』朝日新聞社，2006年。
15）岡野八代『シティズンシップの政治学　国民・国
家主義批判　増補版』白澤社，2009年，27ページ。
16）古田元夫『アジアのナショナリズム』山川出版社，
1996年，81〜83ページ。古田は孫文，ガンディー，
ホー・チ・ミンらの民族運動について検討した上
で，アジアの抵抗者側のナショナリズムも多数派
の自己中心主義の影響を排除できなかったこと，
「国民」の名の下に行われる行為に対しては歯止め
がなかったことを指摘している。
17）萱野（2011）前掲書，第一章。
18）ヤシャ・モンク，吉田徹訳『民主主義を救え！』岩
波書店，2019年，202ページ。
 （2019年11月22日掲載決定）
ナショナリズムを飼い慣らすことは可能か？
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